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　　　　　　　　　　　　（農林省農事試 驟 驪 躑 1リ

ヒ メ ’t “ ジ 肋 の 幼蟲 と して ・長野菊次良1∫氏が洛 和 躰 昆繭 詆 第 ・

卷に 齢 れた讖 墹 と観 るに ・尾角砒 勵 短 く．・ A ．つ 淡艶 で 黒色の

馳 鮪 し・ どうもこの種 の幼蟲の ものではな く 、 この秘 同 じく 一 ク ， ヵ

ヅ ラ 膿 つ

肺 赫 シ ＊ ） ジ ヤ 殉 鵬 卿 1驚及鵬 である や うに考 へ られ

る

界轍 つ い て も・ 期 記 ；隰 「1鋼 ・ シ テ騾 一 鉤刺 ・凱 、 とあつ て ．
之は 私の酳 して 得た こ の種 の蛹 と一

致す 研 がある が 、 圖に羯 ef・、6れ t。Pi’

の もの は下躑 鄭 の端で蠍 に彎・H／・して 突肌 、前 緲 櫞 は波ll犬をな 捗 、

鴃 繍 長 く黜 して ゐic・ ・ メ… ジ ヤ ク嘶 とは大分 に異な り濘 ろ 。

シ ホ ウ ジ ヤ ク の蛹 と全 く一致 して
’
ゐる ・ この靄舸 らか の瀧 があ るので はな

いか と考 へ られ る か ら・ 以下動 て私の見慚 越 ぺ よ うと甑 ．

匕 メ ホ ウ ジ ヤ ク （σ… ’勧 ・ ・… 廟 嬬 ・・b・P・∫・・鰰 酵 B ・T ・ER ）

幼蟲 （插圖 1）。

〔形態〕 頭部鬮 形沙 し く立彬 髄 し滴 さは幅 より帳 く、表面に

は 細毛鮪 して ゐるが ・ 顆紘 辮 1よない 潮 頭の高 舗 幅 よ りも長1・

。 」、

插圖 1・　ヒ メ ホ ウ ジヤ ク （thtretca〃 zユ曜 残’鱗 ム

　
san

．
trttSca 　BUT ・E・）の幼 蟲（第一型X 　x 】．5）。
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唇には 6 個の刺毛が有 つ て ．
iiは iよ りも下に

、
　iiiは iiよ りも下 に ある 。 後胸

及び第 1 腹膿節は殆ん ど膨 らむこ とな く、胴部の 表面に も細毛 を断布 する 、

各環篩には 9個程の淺い 横皺がある 。 尾角と髏の表面との界は 僅かに 凹み ．

尾角は細 く、 長 く、 長 さ頭部の高 さの 4 澱 二逑 し、細か い 刺 を密生する ： 肛二

上 坂及び肛1則阪 に は 岳lll毛を密生 して ゐ るが、特に隣起を有 してはゐな い 。

　　體長 、　4G−55nlm・

　〔色彩〕　邑彩には四 つ の 型があ る。

　　第 1型。 暗紫色で ．淡 色の細點を散イ巨する 。 頭部の 正而 は淡色を呈 して ．

側面 に 1 本の淡色條がある ） 第 1−7 腹環節背而には 各壜節 1 個つつ ．少 し

く淡 色で 、少 しく濃色の縁を有す る 不鮮明な羨形紋が連 らな つ て ゐ る 、 背線

，は少しく濃色で、その 中央 を逋過 して ゐ るが 、 餘り明か で な い
。 亜 背線は 淡

’t

色で 、前胸か ら尾角に續 く。 側面 には第 2岬 腹環節 1二亙 つ て 5 個 の淡 色斜線

を有 し、 第 2 腹環節にあ る もの及 び第 6 か ら第 7 腹環 節に亙 る もの は純 白で

あ る ， 各條の前方では體色は稍濃色を呈 し 、 殊に第 乳 第 3及び第 6 腹環籠

では濃紫色を帶び てゐ る 。 第 7 腹環節以後は少 し く濃 色 ， 腹面中央 は淡色 。

胸蹴 よ淡褐で 、黒 條を有する 。 尾角1よ紫灰色で 、 黒色の 細刺 を密生 す る ， 氣

、，門は濃謁色で 、背腹兩端 に 白色點を有する ，

　　第 2型 っ 黄碣色で ， 嗜 紫色の斑紋があ り、登體に淡 色の細點を散布す る 。

頭 部 は嗜 紫色、正面は淡色、側面 に 1 本の淡色條がある ， 胴 部は亞背線か ら

背 面は暗 紫色を呈 し・ee　1−7腹環節背面には 各環餅f　1 個つ つ 不鮮明 な淡 色の

菱形紋を連らね 、その 周圈は 稱 々 濃色に縁取 られて ゐ る 。 背線は少 し く濃色

で 、不鮮明 ， 亞背線は淡 色で 、南1胸 か ら尾 角に續 く。 1恟部の側面及 び腹面は

暗紫 色で 、 黄碣色の細 い 不規則な斑紋が款准 し．腹 部は 第 4 、第 51卑壜節を

除い て 他は側面黄褐色で 、唱紫 色の細い 不規則な斑紋 が散在 して ゐ るが、第

… 第 ・齦 節蹶 紫陛 呈す る沸 ・−s 儼 雛 亙 っ そ曙 艶 の斜kR　S，

個あり、 第 3−6 腹環節の もの は その後豫に沿つ て白線 を件 つ てゐ る 。 氣 門 F

；線か ら腹面 ， 腹脚、肛上板及び肛側 阪は唔紫色， 胸脚は淡紫色で 、 基部は嗜

紫 邑を呈 し、 黒條を有 ケる 、 尾 角は紫灰邑で 、 黒色の 細刺を密
‘
ヒす る 。 氣門
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は褐色で 、 背腹兩端に 白色點を右す る 。

　　第 3 型 ・ 黄馳 で ・
“呂紫 褐 色の鰍 あ り、 鏘 に淡色の 繍 を散稱 る 。

頭総 灘 絶 で
・

rl縢 色の ・」条がある ， 亜背線を界 として背而は1郷 及びrg
3−10 脚 灘 随 は噌紫褐色を呈 し、第 3−7 腹環節に亙つ て 各環節 1個 つつ 背

而 の 中央 に 連な つ て ゐ る菱形の紋 は黄隷色で あるが ・ 第 壬 腹環節で は淡い ll岳

紫 碣色で、その周縁は稍 々 濃 く豫取 られて ゐ る。 背線は唔 紫褐 色であるが連

續 しτ ゐない。 側面は黄隷色で、第 3 腹環笳の 後 51汲 び第 幻1錘塁笛の大部分

及 び第 2，節 5 腹環節に 存在する紋 は嗜紫褐色。 胸部の氣門下線よ り腹面 、策

1 腹 環砌 鰍 の醐 汲 び第 2−・。 腹墳節の 基線 より腹面は嗜艶 。 讎 註

は稍々淡 色・ 胸脚は淡艶 で 、黒 色條鮪 す る。 尾角は紫颱 、黒い E・ln刺を

密 生す る。 氣門は 褐色で ・ 背腹兩端 に白色の點がある。

　　第 壬型， 黄線色で 、淡色 の細點を1孜布する ， 頭部は線色で 、 側面 に 1 木

の 淡色條を有する。 胸部は線 色、腹部は黄糸糸色。 背線は稍 々 噌 色で ある。 亞．

背線 、及 び 第 1−8 臓環節
「
に亙 つ て 側面 に存在

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A 　　　　　　　　　　　　 B

羅鎌蠻雛灘

蛹（播囲 2）。

　〔形態〕 長 さは比較的短 く 、 頭部 、胸部、

脚 、翅の 表而に はあるか ない か の 細か い皺が

あ る 。 觸角は 前胸脚の末端 を越 えな い 。 上唇

は 頭部の 先端に 存在 し ． 上顋疣 （Mandibu ！at

tubevcle ）はない 。 下顋は 殆ん ど頭部の 先端

か ら始 まつ て 、頭部の端で
’
弧1伏に轡曲 し或は

突出す る gとな く、 その先 端は翅端に及 ぶ 。

播劉 2・　ヒ メ ホ ウ ジ ヤ ク

　（c ‘ rv 〆ca 　　 rJia5 “ riEla5is

5碑 蟒雄 諺 BuTet．EQ ） の 蛹

　（x 　L・」）。

　 lb・上唇 ； mx ．下顕 ；
・

　 fl・前 脚 腿節 。

前翅外縁は波髄を呈す る。 腹部の環節は表面に多少不規則な點刻を有 して ゐ・

る が餘 り甚 しくな く 、 各環節の前豫に の み甚 だ締か い點刻が密に散在す る 。

第 5−7 腹 環篩の氣門の部分 は稜 をな し、 その前方には 溝を有する ことな くv
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唯少しく不鮮明な横皺を右す る に 過ぎな U’
・ そ して この 稜は 延び て 背面 に

まで 及んで ゐ る。 尾角の痕跡は小 さ く・凹凸 もない 。 尾突起 は小 さ く・塊状

で ．多 くの叉朕の鉤が密に 附着して ゐ る。

　　體風 22−29inni・ 幅．7−9・nin ・ 厚 さ・7−9mm ・

　〔色彩〕 淡い唔黄 謁色。 氣門及びf刻恟背尿 ヒの 1對の 斑紋！よ黒 色 s 前胸脚

腿節には 工個 の碣 鰍 を布 して ゐ る路 1籔 黼 面の點列1よ淡褐 色 ・ 腹 部の

可動環節の 後縁は褐色の帶 をな して ゐ る 。 尾角の痕跡に は數 個の褶色紋があ

つ て 、
『
腹脚の痕跡は多 少褐色を呈 する o 尾突起 は黒色。

卩齟

附記 、 私 は野外で 、 この 種の 繭が地上 約 1 米突
’
ドの所に ヘ ク ソ カ ヅ ラの 生

きゼゐる葉 を綴つ て作 られ て ゐる の を採取 しtl　“
ス ズ メ ガ科の もの で この 膿

に 、 地中或は地面 を離れて 。植物の 葉の間に繭 を作 る こ とは珍 しい こ とで は

ない か と考 へ る。

t，シ ホ ウ ジ ヤ ク （齢 〃曜 ・∬ Uf・s　P7rl’1・・slicta 　BUT ・ER ）

幼蟲も（播圖 3）b

　〔杉態〕 頭部は 圓 く、 少 し く、立方形を な して 、高 さは幅 よ りも少 しく長

く、 表面に は細 毛を生 じて ゐ るが、顆粒、皺等は殆ん どない 。 前頭の高 さは

幅よ りも長い 。 上唇中央 の縊れは中庸 で 、
6 對の 刺毛を有 し、iiは 正よ り も、

iiiは iiよ りも下 に あ る。 後胸及び第 1 腹環篩は殆ん ど 膨 らます 、 各環節に

は 8 個 隊か りの淺い

横皺があ る。 尾角 と

製畿禦鸞　
ゐる・

尾鮴 比鰰 　 鬮 ・． 。 シ ホ ， ジ ・ ・（伽   ・・一 ・ 〃 〃 ・・伽

太 く、 長 さ贓 の高 　 恥 … 吻 馳 （第一型）（xlS °丿・

さの 2 倍弧f“

、細か い 刺が密 生 して ゐ る 。 肛 L板には特に隆起 はな い 、

　　 體風 49−50n皿 ・　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ r

　〔色彩〕 鰯 二慨 そ二 つ の型観 る こ とカ
『

ε1徠 ’こ
・

　　第 1 型 。 黄褐色 で ． 紫色を帶ぴ、淡 色の細點が
二

面 に 散布 されて ゐ る。

頭部の 正醂 宏 く淡齢 をな し．．’va・1面 に も ・ 本畷 色條がある ・ 胴部｝煙 肯
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線観 と して ・ 緬 尠 しく灘 を呈 す る 。 亞背線韻 皰 で 、その夕櫞 は

少 して 濃 く豫取 られ 、 前胸か ら尾 角に及んで ゐる。 側面 には第 1腹環鄰か ら

第 敬 谿 に亙 つ て 7 條 の瀧 の斜線鮪 する 。 氣門勲 か C
，
、nSianla彳余々 に

濃 くなつ てゐる・ 胸脚繊 艶 ， 尾 角1讃 褐色で 、 艶 を帶 ぴ 、 黒 色の細い

刺 を熊 し・繍 蹟 色で 調 1じく艶 の 榊 1が生 じて ゐる 。 氣門礎 色．

　　 第 2 型 ， 第 1型 と斑紋 は登 く同 じである カ  艘の色が帶紫黄謁 色で な く

て ・黄艶 である ・
・JICgniijは明｛・艶 で 潔 部に黒 酣 ζ鮪 する詫 宛】は 明艶

で 議 黒 色の鋤 ’
い 刺 雌 1生 し・鰈 聯 啌 と同 じく艶 で、艶 の鯏

を密に生 じて ゐ る。

蛹（插囮 4）、

　 〔形態〕 頭部 ． 胸部 、 脚及 び翅 の表面は滑

か 。 觸 角は a では 少 しく長 く、前胸脚の先端

を越 え て ゐ る が、♀では越 え て ゐな い
。 上唇

は 背面 、 頭部の先端か ら遙 か 後方に存在 し．

上 顋庇 （MalldibuIar　tubercle ）は な い 。 下顋は

上唇に接 して 背面に 起 り，前方に突出 して頭

部 の端を弧1伏に 迂囘 し、 腹面に 沿 つ て 走 の、

翅 の先端に及 んでゐ る ， 前胸脚腿節の一
部は

極 く僅か に現は れて ゐる 。 覯翅 り）外縁は 波爿犬

を して ゐな い 。 腹環節の 表面に は多 少不規則

な點刻が散在 し 、 第 5
「
7 膣 環節の氣門の部分　　插罰 4° ホ ジ ホ ウ ジ ヤ ク

膿 ・な ・て 、 こ の稜・ 長 ・背臙 び て ゐ 撒 微繍；攤 蹴
）

．
る。 この稜の前方に は 溝を有 す る ことな く、 點刻が殊に 明潦に見 られ る 。 尾

角 ‘瀬 跡には凹凸がない ・ 尾突謌型は麟 形を呈 して 、 先端は叉駄 を呈 する ，

　　體長 、
37−40mm ・ 幅 、 9− 1。t・… ．厚 乱 9−10・mm ．

　〔色彩〕　黄碣色．不規 則な小褐紋が散在す る。 頭部、胸部に雄黒 色の背線

が あ り、 腹面に も下顋の 中央 と同曦に黒色の線が走つ て ゐ る。 氣門 、 前翅の

後縁、腹脚の痕跡は黒色。 尾突起は暗赤褐 色 ，

F胤 不靴 して 野外では この種の繭観 ナ・こ とがない が満 育し慚 で

は その食草であるヘ ク ソ カ ヅ ラの葉を絲で 綴つ て繭を作 る。
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